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W ，S。　Learned の 公共図書館論

一 コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン テ リジ ェ ン ス ・セ ン タ ー 構想 を中心に

一 ＊

吉　田　右　子
＊ ＊

　 ア メ リ カ 公 共 図 書 館 が 教 育 サ ービ ス を 開 始 し た 1920年 代 の 図 書 館 成 人教 育 の 状 況 を

カー
ネギ

ー
教 育振興財 団研究 員 ラ

ー
ネ ッ ド （William　S．　Learned）が 1924年 に Th．e

American 　Pblbtic・Library　and 　the　Diffusion　of 　Knowledgeに ま とめ た u

　公 共図書館 に 高度 な情報提 供機能を求め た ラ ーネ ッ ドは レ ポ ートの 中 で 公共図書館 の

理 想 モ デ ル を提示 し 「コ ミュ
ニ テ ィ

・イ ン テ リ ジ ェ ン ス ・セ ン ター」（community 　in・

telligence　center ） と い う名称を与えた。既 存 の 図書館 の 状況を検討 し なが らコ ミ ュ ニ テ

ィ
・イン テ リジ ェ ン ス

・
セ ン ター

構築 の 可能性 を追究 した ラー
ネ ッ ドの 報告書 は，図書

館界に成人教育 の 重要性 を自覚 させ ると共 に コ ミ ュ ニ テ ィ に おける公共図書館 の 役割を

め ぐる 議論 を生 起 させ た，、彼 の 公 共 図書 館 サ ービ ス 論 は 今 日 の 成 人 サ ービ ス の 理 論 的 基

盤 を提供 した。
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lt は じめに

　ユ9世紀末か ら20世紀初頭にか けて の カ
ー

ネギ
ー

〔Andrew 　Carnegie） に よ る 図書館 へ の 慈善事業

に よ っ て
， 全米の 公共図書館数は飛躍的に増加 し

＊

　｝997年 4 月　1　凵受珥［
＊＊

よ しだ 　ゆ うこ 　図 書館情報大学

その 数 は 1917年 まで に約 1，700館 に達 した 。 カ
ー

ネギ
ーの 慈善活動 を引 き継 い だカ

ーネギー財 団

（Carnegie　Corporatien　of　New 　York ）は 1920年

代に 入 っ て か ら
， 図書館事業の 重点を図書館建設

か ら図書館サ
ービ ス とサ

ービ ス に携わ る入材 の 育

成へ と移行 した 。 カ
ー

ネギ
ー

財団にお けるこ の よ

うな図書館事業方針の 変化は 1920年代ア メ リカ の

成人教育の 隆盛 と結 び付 い て い る 。 財団は こ の 時

期に ，ア メ リカ社会に お ける 成人教育の 重要陸を

認識 し， 財 団事業 として成 人教育 活動 に関わ っ て

い く過程で ，図書館 を成人教育にお け る中心 的機

関の 一
つ として位置づ けたのであ る。1921年から

ユ923年まで財団の 会長代行で あ っ た プ リ ッ チ ェ ト

（Henry　S．　Pritchett）は 成人教育機 関 と し て の 公

共図書館の 可能性 を探 るため，カ ーネギー教育振

興財 団 （Carnegie　Foundation　f〔｝r　the　Advance ，

ment 　Teaching） の 研究 員 ラ
ーネ ッ ド （William

Setchel　Learned） に 図書館調査 を委託 した 。 内

部資料 と して 財団に提出 され た調査結果 は重要性

が認め られ，1924年に 7’he　American　Public　Lib−

rary 　and 　the 　Diffusion　qf　Knowtedge （以下 ，
レ

ポ
ー

トとする）
D

と して 出版 された 。
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　 本論 は レポー
トが現 在 の ア メ リカ公 共図書館活

動 を特徴づ け て い る コ ミ ュ ニ テ ィ 志 向型 サ ービ ス

理 論 を図書館学 にお い て 最初 に 明示 した著作であ

る こ とに着 目 し，
レ ポ

ー
トの 論旨を分析 しなが ら

ラ
ーネ ッ ドの 公 共図書館思想 を考察する こ とを目

的と して い る 。

　 公共図書館に高度な情報提供機能 を求めた ラ
ー

不 ッ ドは レ ポー トの 中で 公共図書館 の 理想 モ デ ル

を提示 し，「コ ミ ュ ニ テ ィ
・
イ ン テ リジ ェ ン ス ・

セ ン タ
ー
」 （COmmUnity 　intelligenCe　Center ）とい

う名称を与 えた。既存 の 図書館 の 状況 を検討 しな

が ら ，
ラ ー

ネ ッ ドは コ ミ ュ
ニ テ ィ 情報セ ン タ ー構

築の 可能性 を追究 した 。 従来の 図書館論が 図書館

側か ら情報サ
ービス の 改善 と発展 を探 っ て い た の

に対 し，ラ
ー

ネ ッ ドの 図書館論 は図書館の 本質的

機能で ある 知識普及 と い う概念か ら図書館サ ービ

ス に ア プ ロ
ー

チ して い くもの で あ り，こ の 点が レ

ポ ー
トの 特徴 とな っ て い る 、，

　 1920年代の公共図書館に は ，ラ
ーネ ッ ドの 提言

した高度な情報サ
ー一

ビ ス を実践に移すため の ノ ウ

ハ ウ と人材が不足 して い た。レ ポ
ー

トの 中で ラ
ー

ネ ッ ドが 掲げた理 想的な図書館モ デ ル と現実の 図

書館 にはか な りの 距離が あっ た こ とは 否め な い 。

また当時 ， 図書館界が 最 も熱心 に取 り組ん で い た

「読書相談サ
ービ ス 」へ の 記述が相対的に少なか

っ た点は
，

レ ポー
トに対する図書館員 の反発 を招

い た ，，しか しなが ら ラ
ー

ネ ッ ドの レ ポー トが同時

代 の 図書館界に新鮮 な刺激を与 えた こ と は事実で

あ り， レ ポー トの 内容は公共図書館史研 究にお い

て 高 く評 価 さ れ て い る 。 ダ グ ラ ス （Paul

Douglass）は
“
（ラ ーネ ッ ド・レポー

トは）図書

館学 に新 しい 視座 をもた ら した 。 ラ
ー

ネ ッ ドは，

個人の 情報 ニ
ーズ を的確 に把握 した専門 ス タ ッ フ

に よ っ て 機能的に 組織化された 〔中略〕文化普及

の た め の 情報セ ン タ ー
と して の 図書館 の 概念を提

示 した
”z）

と レ ポ
ー

トの 意義 を述 べ て い る。公共

図書館史研究者は ，知識普及 の 問題 に鋭 く切 り込

み
， 図書館 との 関連づ けを行な っ た ラーネ ッ ドレ

ポ
ー

トに論 及 して きた
3）

。

　本稿で は，レ ポ ー トが成立 した背景 を同時代の

図書館界の 動向と重ね合わせ なが ら明 らか に した

、Eで ，ラ
ーネ ッ ドが構想 した図書館モ デ ル の 概要

と レ ポ ー
トで 紹 介 され て い る 1920年代の先進的図

書館サ
ービス に つ い て論 じる 。 最後に レ ポー トや

先行研究 を て がか りに し て ラ ーネ ッ ドの 公共 図書

館論を考察する 。

2．レポー ト成立の背景

　本章で は レ ポ
ー

ト成 立 の 社会的背景 として カ ー

ネギ ー財団の 動向を中心 に ア メ リカ の 成人教育 と

公共図書館界の 状況を概観 し，あわせ て ラーネ ッ

ドの経歴 に言及す る 。

2．1　1920年代の ア メ リカ成人教育 と図書館成人

　　 教育サービス

　 第
一

次世界大戦後 の コ ミュ ニ ケーシ ョ ン ・メ デ

ィ アの発 展は情報流通を加速させ，ア メ リカにお

い て マ ス メ デ ィ ア を通 じて文学 ・音楽 ・芸術 を受

容する新 しい 生活 ス タイ ル が徐々 に広が っ た。成

人教 育活動 に もそれ まで の 職業教育に加 え，歴 史，

文学，科学 ， 芸術 な どの テ
ー

マ を継続的，系統的

に学習する場が 求め られ る ように な っ て い た
4）
。

　 ア メ リカ 成人教育界が明確な活動指針 と活動 目

標 の 獲得を模索す る中で ，地域の 成人教育に携わ

る公 共図書館 も自ら の教育理念を明確 に しようと

する 試み を始め た 。 1920年代の ア メ リカ公共図書

館 の 成人教育には．r つ の柱が あ っ た 。 ア メ リ カ ナ

イゼ ーシ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム と読書相談サ ービ ス で

ある
5〕

。 ア メ リカ ナ イゼ
ー

シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム は

1910年か ら1920年に か けて ア メ リ カ へ の 移民数が

延 べ 800万人 に達 した時期に開始され たサ ービス

で ある。公共図書館界で は移民に対 し， 母国語 図

書提供 や 英語ク ラ ス の 主催などの サ ービ ス を実施

し，公共図書館界 にお い て サ ービ ス対象 と して の

移民 と移民 コ ミ ュ ニ テ ィ をめ ぐる議論が高ま っ た 。

もう
一

つ の柱 は，個人の読書支援 を 目的 と して カ

ウ ン セ リ ン グ形式で行なわれ た読書相談サ
ービ ス

である 。 1922年に シ カ ゴ 公共図書館，デ トロ イ ト

公共図書館，ク リ
ー

ヴラ ン ド公 共図書館で 始め ら

れたこ の サ
ー

ビ ス は他の 公 共図書館 に も広 まり，

1940年代 まで 公 共図書館に お ける成 人サ
ービ ス の

中核で あ っ た 。

　
・一．・方 ，

1920年代 か ら カ ー
ネギー財団が ア メ リ カ

社会 に お け る成人教 育 の 重要性 を認識 し，成人教

育 の 制度的 基盤 の 形成 に 乗 り出 した 。 1919年 の

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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カ ーネギーの 死去後，慈善の 優先度 を見直 しなが

ら成人教育領域 へ の 資金援助 を検討 しは じめて い

た財 団は ，
1924年 に成人教育に 関す る専門家会議

を主 催 レ 十年間 に わた っ て 300万 ドル を成人教

育事業に寄付する こ とを決定 した
6 ）

。 財団の 成人

教育プ ロ ジ ェ ク トを主 導 した の は財 団会長 の ケ ッ

ペ ル （Frederick　P，　Keppel） で あ り，ケ ッ
ペ ル は

専門家会議を以 後継続 して主催 した 。 その結果 ，

1926年 の 会 議で ア メ リカ成 人教 育協 会 （Ameri −

can 　 Association　 for　 Adult　 Education， 以 下

AAAE と略記）が 設 立 され，以 後 AAAE が ア

メ リ カ 成人教育の 領域を統括す るよ うに な っ た
7｝

。

カ ーネギー財団は多岐 に わた るユ920年代の ア メ リ

カ成人教育活動の 中か ら特定の 領域 に照準をあわ

せ た 政策 を行なうこ と に な っ た 。 財団は成 人教 育

政 策 目標の
一一一

つ を 「異なる分 野 間 の 知識 コ ミ ュ ニ

ケ
ーシ s ン の 円滑化」 に定め た ，， こ の 方針 は1921

年か ら1923年まで 財 団の 会長代行で あっ た プ リ ッ

チ ェ トの 意向に よ り，学術情報の 中で も特 に 自然

科学系の情報流通に重点をお い て実施 される こ と

に な っ た
8）

。

　カ ーネギーは慈善の 基点 を誠実性，倹約精神，

道徳心 とい っ た価値 に 置き， 自らの 寄付が社会全

体の 知識 の 向上 の ため に使 われる こ とを望ん で い

た もの の ，知識普及 を行なう側で 知識の 中身を規

定する こ とに は反対
齟
して い た

。 しか しな が ら財 団

の 成人教育担当者で あ っ た ル
ー

ト （Elihu　Root）

とプ リ ッ チ ェ トは 知識 の流通に 関 して特定の コ ン

トロ ール の 必要性 を認識 し，こ れ を財 団の 政 策課

題 と重ね合わせ た 。 また彼 らは
一

股民衆 へ の 直接

的な知識 の 普及 よ りは，専 門家 を介在 させた情報

流通体制 を理想 と して い た
9｝

。 特 に プ リ ッ チ ェ ト

は 成人教育 に対 して 明確なイ メ
ー

ジ を持 っ て い た。

彼 は成人教育の 中心課題 を自己教育の 方法確立の

た め の 個人 の 精神的訓練 と習慣の 形成に加えて ，

知識 の 普及 と情報の 円滑な流通 にお い て い た
10）

。

プ リ ッ チ ェ トは財団 の 成人教育政策 を進 め る にあ

た っ て ，知識流通にお ける公共図書館の 役割 に着

目 し，彼が財 団会長代行の 任に あ っ た 1921年か ら

1923年 にか けて T 図書館 の 問題 を研 究 し財 団 の 図

書館政 策を再検討す るため に ラ
ーネ ッ ドを成人教

育研究 ア シ ス タ ン トに任命 した 。 ラ
ー

ネ ッ ドは プ

リ ッ チ ェ トの 要請 に応 じて 図書館 調 査を実施 し，

調査結果 を報告書 と して 財団に提 出 した 。 1923年

に カ
ーネギ

ー財団 の 会長に なっ たケ ッ ペ ル は専門

家間の知識 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 円滑化 と情報の

普及に 関するプ リ ッ チ ェ トの意向を財団の方針 と

して 受 け継 い だ 。 ケ ッ ペ ル は知識普及の サ
ービ

ス
・ス テ

ーシ ョ ン と して 公共図書館 を描 き，成人

教育 の 課 題に鋭 く切 り込ん だラ
ーネ ッ ドの報告 を

高 く評価 し， レ ポ ートに対 し2，000 ドル の 補助 金

を出して 刊行 を促 し た 。 こ うし た経緯 を経て 公刊

された の が ラ
ー

ネ ッ ド ・レ ポ
ー

トで ある。ただ し

ケ ッ ペ ル は 図耆館側が利用者の 読む図書の 中身
一

知識
一

を コ ン トロ
ールす る こ とが で きない とい う

理 由か ら，公 共 図書館が 成人教育機関 になる こ と

に は 疑問 を持 っ て い た
ll）

。 その た めケ ッ ペ ル は

図書館 を成人教育 の ため の 情報セ ン タ ーに する と

い うラ ーネ ッ ドの 構想 を財団の 事業 に と り入れ る

こ とはなか っ た
12 ）

、

2．2　ラ
ーネ ッ ド略歴

　 こ こ で レ ポ
ー

トの 著者で ある ラ
ー

ネ ッ ドの 経歴

に つ い て 触 れ て お きた い
13〕

。 ラ ーネ ッ ドは 1876

年 に ミ シ ガ ン 州 に生 まれた 。 ブ ラ ウ ン大学に学ん

だ後，1909 年か ら1911年 まで ベ ル リ ン とライプ ッ

ィ ヒ に留学 し，ベ ル リ ン滞在中に カ
ー

ネギ
ー

教 育

振興財 団か ら の 要 請に よ っ て プ ロ イセ ン 教育省

（Prossian　Minsistry　of　Instruction）の 交換教 授

と な っ た 。 ラ
ーネ ッ ドは こ の 経 験 を American

Teache「s
’
Year　in　a　Prussian（fymnasiumに ま と

め
，

こ の 著作が 評価 され
，

カ
ー

ネギ
ー
教育振興財

団研究員 に抜擢 された 。 1912年に ハ ーバ ー
ド大学

で の 研究 を終えた ラ ーネ ッ ドは ニ
ュ
ーヨ ークで，

彼 に と っ て は ラ イフ ワ
ーク と もい うべ き継続教育

の 基盤 を構築す る研究に着手 した 。 ラ
ーネ ッ ドは

1913年か ら1946年の 引退 まで カ
ー

ネギ
ー
教育振興

財 団 の 教 育 研 究 部 （Division　 of 　 Education

Enqulry）の ス タ ッ フ を務め た 。 教育学研究者 と

し て の ラ ーネ ッ ド の 名前 は 大学院進学適性検査

（Graduate　 Record　 Examination）の 発 案 者 と し

て 知 られ て い る。

　ラ
ー

ネ ッ ドは教育研究 に お い て ，学習者 の 能力，

興味，ニ ーズ に教育機会 と教育の 段階的手続 きを

適合 させ る た め の 理 論構築を め ざし た 。 こ の テ ー

マ は 「自己教育」 （self 　education ） の概念 と深 く
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かか わ っ て い た。 ラ
ーネ ッ ドの 研 究 目的は知的活

動 と して 生涯 に わた り継続する 自己教育習慣 の 向

上にあ り，こ れ を達成するため に 自らの 研究テ ー

マ を 「自己教育の ため の 教授方法の 改善」に定め

た
L4）

。

　 ラ
ーネ ッ ドは 自己教 育につ い て 討究 して い く過

程で ，教育 にか か わ る 「プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リズ

ム」に焦点 をあて た 研 究を行な っ て い る。ダ グ ラ

ス は ラ
ー一

ネ ッ ドの プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リズ ム研究 を，

教育者 の専門性 ，
ラ イブ ラ リ ア ン シ ッ プ の専 門性，

学習 者 の 専 門 性 と い う三 つ の 段階 に 分 け て い

　る
1「）

。 教育者 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リズ ム に つ い

て は 1920年の 著書 The　Professional　Preparation

Of　 Teachei’s　 for　 American 　 Pu 　blic　 Schools’ A

Study　 B α sed 　 U肋 on 　 an 　 Examination　 of 　 Tax −

SuPPerted　 Normal 　 Sehools　 in　the 　 State　 of

Missouri16）
にお い て検討 され て い る。同書 は ミ

ズーリ州 を対象と した ア メ リカ公立 学校の教員養

成 に つ い て 論 じた もの で，教育者の 専門性 ， 教授

法，教育者養成の 問題が取 り上 げられ た 。 教育に

かか わるプ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リズ ム の研究 と して次

に行 なわれ た の が図書館員 の 専門性 に か かわ る も

の で
，

こ れが 1924年の ラ ーネ ッ ド ・レ ポ
ー

トにあ

たる 。
つ ま り1924年の レポ

ー
トは彼の 教育研 究歴

　に お い て は ラ イブ ラ リ ア ン シ ッ プ と い うプ ロ フ ェ

　ッ シ ョ ナ リズ ム の 探究 として 位置づ ける こ とが で

きる 。 次 い で ラ
ーネ ッ ドの プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リズ

ム の研究は教育を受ける側である学習者の 討究へ

　と展 開 され た。こ の 研 究の 結果が1927年に出され

．た The　Q 呶 奴y　Of　the　Educational　Process　in　the
United　States　 and 　in　Europei7）である 。 同書はイ

ギ リ ス
，

フ ラ ン ス
， ドイツ の 各国の 学生の 育成に

関す る 調 査に 基づ い た研 究で あ り， こ の 調査 の 過

程で ラ
ーネ ッ ドは ヨー

ロ ッ パ 諸国の学生 の持続的

学習態度の 保持 と い う点に強 く引 きつ けられ た 。

　ヨ
ー

ロ ッ パ の 学生 に 関する調査 を通 じて ラ
ー

ネ ッ

　ドは学習過程の 質は，学生の 学習に対する真摯な

精神的態度と知的生活 へ の 活力に よ っ て決定 され，

自己教育 へ の と りくみ の 姿勢が知識獲得 と緊密に

関わ っ て い る とい う確信を得た 。 また教員，図書

館員 ， 学生 と進め ら れ た プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム

研究 を通 して ラ
ーネ ッ ドは

， 教員 ， 図書館員，学

生 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リズ ム 精神は教育プ ロ セ ス

に お い て相互 に支えあ うもの だと認識するに至 っ

た
］8）

。

　図書館界 との か か わ りは，カ ナ ダの教育体制に

つ い て研究 して い た ラ
ーネ ッ ドに対 しカ

ーネギ
ー

財 団の 会長代行で あ っ た プ リ ッ チ ェ トが 図書館調

査 を依 頼 した時点 まで は ま っ た くなか っ た
19 ）

。

しか しなが ら知的 活動に携わる人材の 専門性に つ

い て研究 を重 ね て い た ラ ーネ ッ ドの 業績 は
，

カ ー

ネギ
ー

財 団が彼を図書館調査 の 適任者で ある と確

信 させ る に 充分で あ っ た 。 ラ ーネ ッ ドは成人は い

か に して 日 々 の 生 活 の 中で 学ん で い くの か，成人

は い か に して 自分 の 関心 に合 っ た資料へ 到達 しう

る の か とい っ た 問題意識 を持 っ て 図書館調査に 臨

ん だ 。 そ して レポー
トで は知識 の 普及，流通 を中

心 に して 図書館 を論 じて い っ た 。 こ の よ うな ラ
ー

ネ ッ ドの 議論展 開は，常 に 図書館 を 中心 に情 報

サ
ービ ス を討究 して きた図書館界に新鮮 な刺激 を

与えた 。 ，

3．ラーネ ッ ドの公共 図書館論

3．1　「コ ミュ ニ テ ィ ・イ ン テ リジ ェ ン ス ・セ ン

　　 ター」構想

　ラ
ーネ ッ ドは カ ーネギ

ー
財 団 の活動方針 として

掲げ られ た 「知識 の 普及 j に つ い て考察する こ と

か ら始め た 。 ラ ーネ ッ ドは児童，青年，成人 とい

っ た固有の 知的背景を持 つ グ ル ープ ご とに 知識の

問題 を分けて考えるべ きで ある と主張し，知識 普

及に お ける広範囲 に わた る組織化 と専 門的な方法

論 の 必 要性 を説 い た
20）

。

　 ラ
ー

ネ ッ ドが特 に成 人をめ ぐる知識 を問題化 し

た理由は
， 大多数の 成人が学校卒業後に系統的な

プロ グ ラ ム による学習活動を継続 して い ない とい

う現状 認識に よ る もの で あ っ た 。 宗教 団体， シ

ョ
ー

トカ ， 婦人 クラブ ， 勤労者協会 ，
コ ミ ュ ニ テ

ィ
・フ ォ

ー
ラ ム を通 じた成人教 育活動 はお こ なわ

れ て い た もの の ，既存の 成人教育活動 は 目的 を欠

き，活動 の 多 くは継続 に価する蓄積効果は期待で

きな い 状 況 だ っ た。成 人が リ ラ ッ ク ス した雰囲気

の 中で ，学習テ ク ニ ッ ク や 学習 ッ
ール を教授 され

る ため の 適切 な機関が存在せ ず ， 成人教育の 方法

が 軽視 され成 人教育の ため の 設備が 不足 して い

た
21 ）

。日常生 活の 興 味 と活動 に 密接 に 関 係 した
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自己教育は
， 生涯に わ た っ て 継続する精神的成長

の 自然なプ ロ セ ス として認め られなければ ならな

い
。 その た め に は成人の 学習 目的に適 した学習方

法 の 開 発が必要で あ っ た。また選択，編制を必要

とする情報の 大量発生 に よ っ て，知識の 合理的 ，

経済的組織化は 差 し追 っ た課題 とな っ て い た 。 情

報の 量 と複雑性ゆえに熟達 した研究者で さえ ， 専

門外の 領域の トピ ッ ク を調査す るの に時間 を要 し，

実際に必要な情報源 に 到達で きな い とい う状況が

すで に 1920年代には じま っ て い た の である
2z）

。

　 ラ
ーネ ッ ドは成人教 育を討究する上 で の 比 較対

象モ デ ル と して学校教育を例 に挙げ ，
二 つ の教育

モ デ ル を考察 した 。 学校教育は知識獲得の ための

理論的 ノ ウ ハ ウに基づ き学習体系に お い て 特定の

規範を生み 出 して い る の に対 し ， 成人教育に は学

校教育の ような制約はな く，指導者 は学習者の 興

味に応 じて学習シ ス テ ム を組み 立て て い くこ とが

で きる 。 さ ら に 学校教育は年齢で 分 けられ，教授

内容が均質的で ある
一方，成人教育 は コ ミ ュ ニ テ

ィ の 多様なメ ン バ ー
を対象 と し， 成人教 育の 興味

範囲 と教育の 可能性は学校教育よ り幅広 い もの で

あ り，二 つ の 教育シ ス テ ム は学闘に対 して 異な っ

た方法論 を要求 して い る
23｝

。

　知識流通 に携わ る社会機関の 検討 に移 っ た ラ
ー

ネ ッ ドは，ア メ リカにお い て様々 な社会機関が専

門的な情報 を生 産 し資料化 して い るに もかか わら

ず，適切 な伝達手段が ない ため に必要 とする利用

者の もとへ と到達 して い ない と い う事実 を重 く見

た 。 しか も利用者側 で も情報要求 を満た す解決方

法が見つ か らず，情報収集にお い て無駄 なエ ネル

ギーが費や されて い た 。 知識流通過程に は課題 が

山積 して い た
2引

。

　 ラ ーネ ッ ドは ア メ リカ杜会にお ける知識 流通 の

現状 とそ こ にあ らわれ る諸問題 を提示 した上 で ，

情報機関の あ り方 につ い て 議論 を進め た。情報機

関は郵便局の ご とく身近 に あ っ て 印刷資料に と ど

ま らず，あ らゆ る職業や商業に 関 わ る情報収集を

す べ きで あ っ た 。 しか しな が ら現 状 は，人 口

5，000人 規模 の コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て ，新 聞，教

会 ， 映画館 ， 婦人 ク ラ ブ
，

日 に 数時間開 く図書館

を除 い て知識 と情報 を扱 う機関は な く，しか も新

しい 情報は大部分が コ ミ ュ ニ テ ィ の外部で 生 産 さ

れ た もの で あ るため地域 の 関心 と
一致 して い なか

っ た
25）

。ラ
ーネ ッ ドは コ ミ ュ ニ テ ィが知識 と情

報の ため の 活動単位 となりうる こ とを示唆 して，

活字情報 の 豊か な鉱脈 に 利用者 を体系 的に 導 く

リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ の 存在の必要性 を説 い た。コ ミ ュ

ニ テ ィ に お ける 成人教育の ため の 学習の た め の 方

法論と プ ロ セ ス は
， 学校教育の 場で 採用さ れ て い

る方法の 模倣であ っ て はな らず，成人 の 実質的な

教 育サ
ービ ス を成功 させ るた め の 固有の ア プ ロ ー

チ が必要で あ っ た
26）

。

　 ラ ーネ ッ ドは コ ミ ュ ニ テ ィ に お ける専門的な情

報サ
ービ ス を ，

コ ミ ュ ニ テ ィ ・イ ン テ リジ ェ ン

ス ・
サ

ービ ス （COmmUnity 　intelligenCe　SerViCe ）

と命名 した 。 こ こ で提起 された情報サ ービス の 目
’

的は情報探索 における動機づ けを高め ， 情報 を供

給する こ とに よ っ て利用 者の 興味を維持 させ る こ

とにあ っ た 。 情報サ
ービス は ，特定領域に お ける

専 門知識，特定の テ
ー

マ に関す る分析力，情報組

織能力を必要 とす る専門職的業務で ある と ラ
ー

ネ

ッ ドは述 べ ，既存の 図書館の レ フ ァ レ ン ス の 方法

に疑問を投げか けた 。 知識領域 の 全範囲を レ フ ァ

レ ン ス
・

ライブ ラ リア ンが担当する方法で は専門

的なサービス は期待で きな い か らである 。
コ ミ ュ

ニ テ ィ
・
イ ン テ リ ジ ェ ン ス ・

サ
ービ ス の拠点 とな

る情報セ ン タ
ー

の レフ ァ レ ン ス
・

ス タ ッ フ には特

定領域 の専門家で あ りなお か つ 利用者 の パ ー
ソ ナ

リテ ィ
ー，知識 ， 利用者の おか れた状況 を読み取

っ て 直感的に利用者の 持つ 個人的 ニ
ーズ を把握す

る資質が 必要 で あ っ た
z7｝

。 また コ ミ ュ ニ テ ィ分

析 を実施 して ，個人及 びグ ル
ープの 知的興味 を掘

り起 こ しなが ら，コ ミ ュ ニ テ ィ の教育的問題 へ か

か わ っ て い く よ うな能動 的 な姿 勢が 求め られ

た
28｝

。 情報サ
ー

ビ ス ・ス タ ッ フ は コ ミ ュ
ニ テ ィ

の 社会的，知的，経済的生活における水先案内人

で ある 。 彼 らは単に特定領域 の 専門家で あるだけ

で な く，情報 を求めて くる人 間を深 く理解で きる

存在で あらねば ならなか っ た 。 ラ ーネ ッ ドは彼 ら

に対 し，コ ミ ュ ニ テ ィ の情報を総括的に選択 し調

整す る知識 カ ウ ン セ ラ ーと して の 役割 も期 待 し

た
29）

。

　 知識組織化 の 方法 に論及 した ラ
ーネ ッ ドは知識

とい うも の が あ る特定グ ル ー
プ の み を対象とする

専門的知識体系 と，経験や 精神構造 の 差異 に よ っ

て 繰 り返 し再加 工 され うる
一

般 的知識体系に分 け
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られる こ とを指摘 した
3〔〕）

。 成人教 育の 現場で の

知識普及 は，適切 なツ
ール なしに行なうこ とは困

難で あ り．情報セ ン タ
ー

にお い て 初心者が 各主 題

を概観する こ とが で きるよ うな シラバ ス
・
シ リ

ー

ズの 作成 と提供が提案 された 。 シ ラ バ ス ・シ リ
ー

ズ に 関 して専門家 によ る執筆， レ フ ァ レ ン ス機能，

特定分野 へ の 適切 な導入 と い っ た条件と共に オ
ー

ソ リ テ ィ
ー
，明確 さ，存続性 ， 簡潔性が その 要件

として 挙げ られた 。 ラ
ー

ネ ッ ドは，成人 の 知的興

味の 95パ ーセ ン トまで が印刷媒体に よ っ て カバ ー

で きる と主張 し，図書館員が 成人教育に密接 に 関

わ っ て い るこ とを強調 した
31）

。

　図書以 外の有用 な情報源 として ラ
ーネ ッ ドが挙

げた の は情報機関が 主催する講義で ある 。 大学の

拡張 コ
ー

ス と講義は大学の 制度下で実施されて い

る の に対 し， コ ミ ュ ニ テ ィ
・イン テ リジ ェ ン ス ・

セ ン タ ーに お ける講義 は 試験，学位とい っ た認定

制度 とは無関係 に，知識へ の 純粋 な興味の み に よ

っ て支 えられた知的好奇心 を満たす ため の 場で あ

る。ラ
ーネ ッ ドは 知識普及に有用 な情報源 として

博物館 映画，美術，ラ ジ オなどを挙げて 各 メ デ

ィ ア の持 つ 特性 を論 じなが ら，多様な メ デ ィ ア を

扱 う情報機 関 につ い て
“
（コ ミ ュ ニ テ ィ 内の 情報

機関は）従来，運営面 で相互 に関心 を持つ こ とが

なか っ た 。 博物館，図書館，美術館 は個別 に存在

して い た。〔中略〕 しか し， 学 問分野 にかか わる

すべ て の コ ミ ュ ニ テ ィ 機関 を相互 に関係 しあ っ た

存在 と し て 理解 し表現 して い くこ とが 重要で あ

る
”

と述 べ て あ らたな協同開係を提唱 した
32 ）

。

3．2　「コ ミ ュ ニ テ ィ ・イ ン テ リジ ェ ン ス ・セ ン

　　 ター」としての 公共図書館

　 ラ
ー

ネ ッ ドは情報サ
ービ ス の理想 モ デ ル として

輪郭 を描い て きた コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン テ リ ジ ェ ン

ス ・セ ン タ ーは，公費運営 に よる公共図書館 を基

盤 と して実現すべ きで ある との 主張 を展開 して い

く。 実際に先進的図書館員 は組織化すべ き情報の

増加を認識 し，広範囲にわ た る知識 を効率的に利

用者へ と伝達 する シ ス テ ム の 構築の 必 要性 を理解

して い た
：i／1・）。

　具体的な図書館サ ービ ス へ と議論 を移すにあた

り，
ラ ーネ ッ ドが 最初に とりあげ た の は80万冊 の

蔵書 を持つ ク リーヴ ラ ン ド公共図書館 で あ る。同

図書館 は特定分野につ い て専門教育 を受 けた主 題

専門図書館員 を起用 し高度な情報サービ ス をお こ

な っ て い た。ラ
ーネ ッ ドは レ フ ァ レ ン ス ・ラ イブ

ラ リア ン と主題専門図書館員に関 して ， 前者は 図

書に 関 する
一般的な援助者で ある の に対 し，後者

は特定分野 を修め た研究者で あ り，利用者の要求

の 範囲と性質を的確 に把握 した上 で情報サ
ービ ス

を遂行する専門家で ある と説明 し， 両者 の差異を

明 らか に した 。 ク リ
ー

ヴ ラ ン ド公共図書館に お い

て主題専門図書館員が お こ な っ て い たサ
ービ ス は

，

（1）直接的な情報サ
ービ ス

， （2）読書 リス トの 作

成 ， （3） 読書 コ ース の 作成， （4）図書館 PR，

（5）講義の 主催 ， （6）出版の た め の 資料提供，

  情報サ
ービ ス ため の コ ミ ュ ニ テ ィ調査 など多

岐 に わた っ た
341

。 ク リーヴ ラ ン ド公 共図書館の

1923年の 貸 し出 し数 は延べ 520万冊に 達 して 住民

一
人当た り6 冊に相当する高い 利用率 を示 し，図

書館 は市民か ら高 い 信頼を得て い た 。 しか しなが

ら学校教育に比較すれ ば市の ク リ
ー

ヴ ラ ン ド公共

図書館に 対する 資金面で の 支出額 は非常に低か っ

た 。 市は小学校 ， 中学校の 学生一人あた り17 ドル

支 出して い る の に対 し，図書館 に対 して は住民
一

人 当た り1．54 ドル の 支出に 留 ま っ て い たか らで あ

る
35〕

。 ラーネ ッ ドは ク リ
ー

ヴ ラ ン ド公共 図書館

の サ
ービス に つ い て

“
ク リ

ー
ヴ ラ ン ドの 市 として

の 向上は，市民の 良書の 吸収 と大い に関わ っ て い

る 。 こ の 種の 漠然 と した無形の 資産こ そ，市を良

き方向へ と導 く最 も確実 な保険で ある
tT

と評価 し

た
36 ）

。

　 次 に専門的サ
ービ ス を活発に行な っ て い た い く

つ か の 図書館が紹介 され た 。
ニ ュ

ー
ア
ー

ク ・ビ ジ

ネス 図書館 は工 業，商業 ， 商取引 ， 銀行業に関す

る資料を収集 して お り， 情報の 種類 は人事，電話

番号 帳，商業ダ イ レ ク トリ
ー，雑誌 ， 地図，パ ン

フ レ ッ ト，ク リ ッ ピン グ，株式情報，経済 レ ポ
ー

ト，投資デ
ータ

， 貿易情報 ， 統計 t 商法，法規 に

及んだ 。 レ フ ァ レ ン ス の数は
一一

日に400件 に達 し，

ほ とん どは電話 に よる もの で あ っ た 。 イ ン デ ィ ア

ナ ポ リ ス 図 書 館 は 教員 専 門図書 館 （Teacher
’

s

Speciai　Library）を学校本部に 設け ， 教員養成教

育を受 けた専門図書館員が管理 にあた っ て い た 。

教 育関係の 図書，雑誌，パ ン フ レ ッ ト，連邦政

府 ・州 の資料，他の
’
市の 教育課程，教科書 ， 視聴
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覚資料が 用意 され教員の ため の レ フ ァ レ ン ス 機関

とな っ て い た
37）

。

　 ラ
ーネ ッ ドは利用者側 か らの 自発的 な ア ク セ ス

だけに図書館利用をゆだねる限 り，図書館側 から

利用者 へ の働 きか けは 図書館資料の整理 や書架の

整備 とい っ た基本的段階に とどまる ことにな る と

判断 した 。 知識普及は利用者の 入手に関する物理

的便宜 に依存 して い るが ゆ えに図書館員は潜在 的

利 用者へ の 図書の 普及 を考慮す べ きで ある，つ ま

り 「図書館」機能を偏在 させ るために アク セ ス ポ

イ ン トの 増加に取 り組 まな けれ ばな らな い
38）

。

実際に図書館が 園書サ
ービ ス の 拠点 を図書館の 外

部 に設 置 しサ
ービ ス を実施 して い る例 と して，シ

ア トル 公共 図書館の 移民へ の 図書サ
ー

ビ ス と公 設

市場へ の 図書の 配本，ス ーシ テ ィ公共図書館の 病

院へ の 図書館サ
ービ ス ，ブ ル ッ ク リ ン 公共図書館

の 刑務所へ の 図書サービス ，フ ラ ミ ン ガ ム の デ ニ

ス ン
・

マ ニ ュ フ ァ クチ ャ リ ン グ ・カ ン パ ニ
ー

の た

め の 分館設置，マ サチ ュ
ーセ ッ ッ 州の 地下鉄駅の

停本所，デ イ トン 公共図書館や セ ン トル イス 公共

図 書館の図書の ワ ゴ ン サービ ス ，ウ ォ
ール サ ム に

お ける 在宅療養者 へ の 宅配サ
ービ ス な どが あ っ

た
39｝。公 的機関を め ぐる多 くの 制限 を克服 した

結果 もた らされ た こ の よ うな図書館サービ ス の 拡

大 は
， 図書館が市民生活 と離反 した記念碑 の ご と

き機関か ら 日常的 な情報サ
ー

ビ ス 機関へ と転換 し

つ つ ある こ とを示 して い た
40）

。

　次 に公共図書館に おける成人教育を 目的 と した

個人サ
ー一

ビス に関 して ，読者担当部門 （Reader
’
s

Bureau） を設 けて 個人 向け の 読書 カ リキ ュ ラ ム

の 作成 を行 っ て い た シ カ ゴ 公 共図書館 ， 読書援助

シ ス テ ム を
．
持 つ デ トロ イ ト公共図書館，図書館利

用 者の研究活動 を図書館がサ ポ ートする体制 を整

えサ
ー

ビ ス を実施 して い た 二 su・一ア ーク公共図書

館 が紹介 された91）
。 ク リ

ー
ヴ ラ ン ド公共 図書館

の 図書館ク ラ ブや シ カ ゴ公共図書館の講演，講義 ，

読書会活動の よ うに 青少年 の 図書館利用へ の 動機

づ けを．意図 した企 画もあ っ た 。 デ イ トン 公 共図書

館 で は新 図書館建設 にあた っ て 研 究者 の た め の ク

リ ア リ ン グハ ウ ス として の 機能 を考慮 した 。 ラ
ー

ネ ッ ドは図書館 に 閼わ る成人教育の 現状 をミ ル ウ

ォ
ーキー公共図書館に お ける調査結果に基づ い て

分析 して い る 。 ミ ル ウ ォ
ー

キ
ー

にお ける成 人教 育

は次の 五 種類に分類 されて い た 。 （1）ア メ リ カ ナ

イゼ
ー

シ ョ ン の ための クラ ス ，（2）労働組合関係

の 教育 ク ラ ス ，（3＞商店や 工 場の 教育部 門 ， （4）

教育関係 の ク ラ ブ と教会 の組 織 （5）大 学拡張

コ ー
ス と高校 の 夜間 コ

ー
ス で ある 。 ミ ル ウ ォ

ー

キ ー公 共図書館は （1）（2）の 成人教育 ク ラ ス に積

極的 に関わ り，図書館を活用 した学習が 進め られ

る よ う各 コ ー ス に お ける 図書館利用 を促進 し，

コ ース の た め の 図書 コ レ ク シ ョ ン を準備 し便宜を

図 っ た
42）

。 個人 サ
ービ ス の

．
類型 と して 特 に強調

され た の は ア メ リカ ナ イゼ ーシ ョ ン と図書館の 関

わ りで ある。アメ リ カ ナ イゼ
ー

シ ョ ン ・プ ロ グラ

ム は こ の 時点で すで に図書館サ
ービ ス と して の 蓄

積 を持ち ，
プ ロ グ ラ ム は ア メ リカ の 社会 ・市民生

活の 安定 に貢献するサ
ービス と して認め られ て い

た 。 レ ポ ートで は シ ア トル 公共図書館の外 国人担

当課 （Foreign　Division）に よる母 国語 と英語図

書の サ
ー

ビ ス が取 り上 げ られ
，

ア メ リカ ナ イゼ ー

シ ョ ン運動 におけ る公共図書館の 役割が 強調され

た
43）

。個人 サ
ービ ス として他 に ク リ

ー
ヴ ラ ン ド

，

ロ サ ン ジ ェ ル ス
， グ ラ ン ド・

ラピ ッ ズ，ニ ュ
ー ・

ベ
ッ ドフ ォ

ー
ド，カ ナ ダの レ ジナの 各図書館でお

こなわ れ て い たブ ッ ク ・デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ，ブ ッ

ク
ー トー

ク，ブ ッ ク
・レ ビ ュ

ー
，文学フ ォ

ー
ラ ム

が紹介 された 。 また外国人 ク ラ ブ，婦人 ク ラ ブ，

母親 ク ラ ブ，学会，宗教団体 ， ダ ン ス クラブ ， 政

治ク ラブ，音楽団体な ど コ ミ ュ ニ テ ィ の 各種 の 団

体 と図書館の 関係に つ い て も言 及され た
44）

。

　既存の 図書館館活動 の 中か ら特に先鋭的なサ
ー

ビ ス と して紹介 され た の は （1）個入情報サ
ービ

ス
， （2）コ ミ ュ ニ テ ィ ・イ ン テ リ ジ ェ ン ス ・サ

ー

ビ ス ， （3）図書館 PR ，であ る 。 第
一

番 目は個人

の 情報 ニ ーズ に焦点 をあて たサ
ービス で あ り， 利

用者の 情報ニ ーズ に基づ い たパ ー
ソ ナ ル フ ァ イ ル

を作成 し，個 人 サ
ー

ビ ス を行な っ て い た ピ ッ ッ

バ ーグ 公共図書館 ，
ポ ートラ ン ド公共図書館，イ

シ デ ィ ア ナ ポ リス 教員図書館な どが
，

こ の サ
ー

ビ

ス の 進む べ き方向性 を示 して い た 。 ラ
ーネ ッ ドは

住 民の ［青報ニ ーズ を探 る コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン タ レ

ス トの 分析が 図書館に お い て 積極的にお こ なわれ

る よ うに なる こ とを想定 した 。
コ ミ ュ

ニ テ ィ の 特

定 の 関心事 と コ ミ ュ ニ テ ィ の 住人 に とっ て 個人的

な価値 を持 つ 情報ニ
ーズ とが結び付 けられ る こ と
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で，図書館の 知識伝達機関と して の 影響力が高ま

っ て い く
45 ）

。

　 第二 番 目の特別情報サ
ービス として は図書館 を

コ ミ ュ ニ テ ィ の 普遍 的 な情報資源 と して位置づ け

る もの で あっ た 。 こ の サ
ービス には，図書館が地

域情報を もれな く把握 しコ ミ ュ ニ テ ィ に つ い て の

便覧 とな る資料 を作成する とい っ た方向が考え ら

れた 。
コ ミ ュ ニ テ ィの イベ ン トにつ い で 情報 を提

供 して い た セ ン トル イ ス 公 共図書館， コ ミ ュ ニ テ

ィ内の ク ラ ブ組織の 委員や活動状況 につ い て の情

報 を把握 し情報提供 して い た ニ
ュ
ーア ー

ク公共図

書館 が コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン テ リ ジ ェ ン ス ・セ ン

ター
として 機能 して い る公共図書館と して紹介 さ

れ た
蚓

。 ラ ーネ ッ ドは コ ミ ュ ニ テ ィ に お ける 図

書館の 新 しい イ メ
ー

ジ を次の ように 表現 した。

　　 図書館 は単に図書の保管庫で はな く， 各々 の

　　 コ ミ ュ ニ テ ィ が持 つ 特定の ニ ーズ に 合 わ せ た

　　情報交換の ため の 「マ
ー

ケ ッ ト」とな る で あ

　　 ろ う。
つ まり図書館は たまに訪 れ る学習の た

　　め の孤立 した場所か ら コ ミ ュ ニ テ ィ の 実用 的

　　 な情報セ ン タ ー
へ と移行する 。 図書館 は コ ミ

　　 ュ ニ テ ィ住民が持 つ べ き情報を効率よ く提供

　　 す る こ と で 住 民 を魅 了 す る場 とな っ て い

　　 く
4η

。

　第三 の 方向性 として 示 され た の は 「図書館は何

がで きるか」 をア ピールす る こ との 重要 「生で あ り，

多様な手段 に よる図書館PR が求め られた
48〕

。

　図書館サ
ービ ス の範囲 をめ ぐる問題 に言及 した

ラ
ー

不 ッ ドは，ア メ リ カ の 総人 口 の 半数以 上が適

切な図書館サ
ービ ス を受 けて い ない 事実を明らか

に した 。 小規模図書館は r算的に図書館専門 ス タ

ッ フ を配置 した り最低限 の 設備 を整えた りす る こ

とさえ困難な状況に あ り， 特に人材 の 不足が 図書

館 の 質を低下 させ て い た
4P ）

。地 方の 図書館の 持

つ 問題点 に対 して，ラ
ー

ネ ッ ドは各地域で は じま

っ て い た実験的試行の 中に解決へ の 手掛か りを見

い 出 して い る。た とえば ウ ィ ス コ ン シ ン 州で は州

単位の 図書郵送サ
ー

ビ ス に 関す る実験的試みが始

まっ て い た 。 また カ リ フ ォ ル ニ ア 州 で は42の郡の

中央図書館が 4 チの 分館 を統括す るよ うな相互協

力 の ため の 体制 を整備 して い た
50〕

。 ラ ーネ ッ ド

は公 共図書館サ
ービ ス の 調査結果 を踏まえて ， コ

ミ ュ ニ テ ィ の 情報流通に 関する将 来的 な展 望 を以

下 の ように まとめ た 。

　　 活力あ る情報セ ン タ
ー

に お い て
， 利用 者の

　　 ニ ーズ にあわせ て 情報サ
ービ ス を行な う専門

　　 ス タ ッ フ が中心 とな っ て コ ミ ュ ニ テ ィ 内 の 図

　　 書流通 が展開される よ うに なる 〔中略〕 とい

　　 うイメ ージ は ， 75年前 には無料図書館 とい う

　　 もの が想像 で きなか っ た の と同様，現時点で

　　 は不確か なもの と して しか感 じられ ない 。 し

　　 か し高度な情報流 通機能が一つ の市 にお い て

　　 特定の機関に集約 されるこ とに よ っ て ，その

　　 機関は情報 を体系的か つ 説得的に導 く 「真の

　　 コ ミ ュ ニ テ ィ の 大 学」 となるで あろ う。 そ し

　　 て こ の機能が 市，町，郡へ と拡張 され る こ と

　　 に よ っ て ，普遍性 を持 つ 知的，文化的進歩へ

　　 の主要な手段 とな っ て い く
51）

。

　 ラ
ー

不 ッ ドは カ ーネギー
財団に よる公共図書館

設立 と図書館発 展に レ ポー トの 一章をあてて，近

代公共図書館を概観 して い る
。 初期 の カーネギー

図書館は図書館に講義室，体育館，ホ ール
， 美術

館などの 文化施設が付設 される こ とが多か っ た 。

カ
ー

ネギ
ー

は 「あらゆる年令層 の 利用が見込 まれ

る包括的な教育の た め の コ ミ ュ ニ テ ィ
・セ ン タ

ー

を設立す る」 とい うビ ジ ョ ン を抱 い て い た 。 その

目標 の実現過程で ，カ ーネギ
ー

が 図書館 を最 も重

要視 した理由は，図書は民衆の 知的向上 に関 して

最 も有益 な ッ
ール で あ り， 図書館 は民衆の 大学

（popular 　university ）で ある とい う信念 をカ ーネ

ギ
ー

が持 っ て い たか らで ある
5Zl

。

　 ラ
ー

ネ ッ ド は 図書館が すで に ア メ リ カ の知的生

活に密着 した存在であ りt 図書館 をめ ぐる課題 は

図書館存在の 是非 を問 うもので は な く，図書館の

今後の方向性に ある と述 べ た 。 図書館が ア メ リカ

民主主義社会 を構築 して い く過程で，知識 と情報

の普及 をめ ぐる重要な機関 である こ とは揺 る ぎな

い 事実で あ っ た。 レ ポ
ー

トで提示 して きたす ぐれ

た図書館サ ービス の事例か ら，図書館の 高度な情

報サ ービ ス は 専門能力を持 っ た人材に依拠す る も

の で あ り，人 的援助が 図書館サ
ービ ス の 発展の 方

向性 を握 っ て い る こ と が 結 論づ け られ た
53冫

。

ラ
ーネ ッ ドは専門教育 を受け専門の トレーニ ン グ

を積ん だ図書館職員 を図書館 に配置 して ，図書館

サ ービ ス の 再 組織化を図る こ とを提起 した。つ ま

り図書館専門職 の 職 務 は図書館 の 事務的 な ル ーチ
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イ ン テ リ ジ ェ ン ス
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ー
構 想 を中心 に
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ン ワ
ー

ク とは 区別 され るべ きで あ り，専門 ス タ ッ

フ の 教育は大学に おける 専門カ リキ ュ ラ ム と結び

付け られな ければ ならない と して，図書館教育 の

改革：が提唱 された
5Φ

。

　公 共図書館は住民の ニ ーズ に あ っ た教育的サ
ー

ビ ス を段階的に進め て い くような機関 とな るべ き

で あ っ た 。 ラ
ー

ネ ッ ドは他機関と の協力や ア メ リ

カ図 書館協会 （American 　Library　Association
，

以下 ALA と略 記）が供給する図書館サ
ービ ス の

ため の ツ ール を利用する こ とで
， 小規模図書館 に

もまた コ ミ ュ ニ テ ィ ・イ ン テ リジ ェ ン ス ・サ ービ

ス の 中心的機関 とな る道が 開かれ て い る こ とを示

唆 して レ ポ ー トを締 め くくっ た
55 ）

。

3．3　 レポー トの評価

　 本節で は レ ポ ー
トの 評価 と考察 を行な う。

　 すで に述 べ た よ うに，ラ
ー

ネ ッ ド ・レ ポ
ー

トは

知 識普及とい う立場から図書館を論 じて い る 。 モ

ン ロ
ー
　（Margaret　E．　Monroe ＞は こ の 点 に つ い

て
“
ラ
ー

ネ ッ ドは重要 な知識 を成人の 多様な精神

構造 に適合 させ て い くこ との 必要性を認識 して い

た e 彼は そ の ため の 知識
， 情報サ ービ ス の 理 論的

枠組み を 「成入教育」 に で は な く 「知識普及」と

い う概念 に お い て い た
）／

と分 析 して い る
56）

。

ラ
ー

ネ ッ ドが 図書館調査及び レ ポ ー
ト執筆に あた

っ て，常 に知識の普及 と情報流通 を念鎖 にお い て

い た こ とは， レ ポー トを考察す る 上 で 留意す べ き

ポ イ ン トで あろ う。

　 ラ
ーネ ッ ドは レポ

ー
トを執筆した 1924年の 時点

で すで に 「明確 な El的意識 を持 っ て教育に携わ る

専門職」 と 「専門職に よ っ て 組織化された図書 コ

レ クシ ョ ン 」の 両者が教育活動全般 に共通する重

要 な要素 とな っ て い る こ と を充分 に 理 解 して い

た
「’7）

。専 門職 へ の 関心 と プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リズ

ム の探究が，ラ
ーネ ッ ドの 成人教育研究者 として

の 研究テ
ー

マ と密接 に関わ っ て い る こ とは 2 章で

すで に
’
醤及 した 。 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リズ ム研究は

「教育者」の 導門職 と して の 資質 を考察す る も の

で あ り，ラ
ーネ ッ ドが ドイツ 留学時代か ら手掛 け

て きたテ ー
マ で あ っ た、，レ ポ

ー
トで は検討 の 対象

を 「知的活動に携わ る人材」へ と拡張 し，成人教

育 に お け る 図書館 員の 専門性 を探 っ て い る
58 ）

。

図 書館サ ービ ス を向 h させ る 条件 と し て
， 蓴門教

育 を受けた図書館員の 必要性 を繰 り返 し説 くラ
ー

ネッ ドの姿勢は ， 彼の専門職研究に根 ざ して い た

の で あ る
’S9）

。ま た組織 化 され た 図書 コ レ ク シ ョ

ン の重要性に つ い て は，レ ポ
ー

トの中で知識 の普

及 と関連 づ けなが ら論 じられて い る 。 公共図書館

における最 も中心的な要紊は 「専門職」と 「組織

化 された資料 コ レ クシ ョ ン 」で ある と ラ
ー

ネ ッ ド

は捉え て い た 。

　 ラ ーネ ッ ド ・レ ポー
トの 同時代の 図書館界 へ の

影響に関する考察 を進める前に ，1920年代の成人

を対象 と し た図書館サ
ービス の 状 況 を見て お きた

い 。 成 人 教 育 研 究 者 カ
ー

ト ラ イ ト （Morse

Adams　Cartwright）は 1920年 まで の 図書館成 人

教育サ
ー

ビ ス を次の よ うに描写 して い る 。

　　図書館専門職の メ ン バ ー
た ちは 「成人教育機

　　関 と して の 公共図書館」とい う理念は公共図

　　書館設立以来 ， 保持 され て い る と主張 して き

　　 た 。 しか し成 人教育が理念か ら活動方針 を定

　　め て 実践 へ と移行 した の は （ALA に成人教

　　育委員会が設立された）1924年か らで ある 。

　　図書館員た ちは 50年間，自ら の教育的使命を

　　語 っ て きた に もかか わ らず，コ ミ ュ ニ テ ィ に

　　お い て成 人教 育サ
ービ ス を実行す る ため の 努

　　力 をして こ なか っ た 。 そ の原因 は ヨ
ー

ロ ッ パ

　　 の ラ イブ ラ リア ン シ ッ プにあ っ た 。 図書館 は

　　 まず第
一

に 図書や 資料 の コ レ ク シ ョ ン の 場で

　　あ り， 同時代 の 知的財 産 の 蓄積場所で あ っ た 。

　　ゆえに図書館員は収集家で あ りコ レ ク シ ョ ン

　　の 管理者で あ り，その使命は図書館の 財 産 を

　　不適
．
切な濫用か ら守る こ とで あ っ た 。 〔中略〕

　　こ の 保管者 的任務 （cust 〔｝rdianship ） の 伝統

　　が長 い 閥，教 育的場 面 で の 図書館 と図書館員

　　の 行動 を抑止 して きた
60）

。

　状況が変化 し始めた の は1920年代半ばか らで あ

る 。 1924年7月 に ALA は図書館 と成 人教育に 関

する委員会の 設立 を決定 した。設 立 に際 しカ
ー

ネ

ギー財団は 24，500 ドル の 寄付をお こ な い ，委員会

は財 団か らの補助金 に よ っ て 図書館 と成人教育 の

研 究 に 着 手 し た。1926年 に 同委員会 は Libraries

and 　Adult　Education と題す る研究報告書 を刊 行

した 。 委 員会 は 報告 書に お い て ラ
ー

ネ ッ ド ・レ

ポー
トの

．．．一
節

“
（成人教育）活動 の 多 くは 目 的 を

欠 き， 活動 の 大部分 は継続 的価値が認め られ る よ
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うな蓄積効果 を もた ら して い ない
。 〔中略〕ア メ

リカで は成人 の大多数は 自己教育に欠かす こ との

で きな い 「図書 か らの 知識受容」 に関する知的訓

練を受 けて い ない
”

とい う部分 を引用 し，ア メ リ

カ の 成人教育 に関 して 多様な活動が ある もの の ，

そ れ らは確固たる活動方針が な い ま ま行われて い

る こ とを指摘 して い る
61）

。

　ラ ーネ ッ ドの レ ポ
ー

トに 対する同時代 の 図書館

員の 反応は ど の ようなもの で あ っ た の だ ろ うか 。

モ ン ロ
ー

は ， 同時代 の 図書館員で ラ
ーネ ッ ドの 構

想 の
一

部を実際に 図書館サ ービ ス に取 り入 れ て い

た人物 として イーノ ッ ク プ ラ ッ ト公共図書館の ホ

イ
ー

ラ
ー

（Joseph　L，　Wheeler） を挙 げて い る。

ホ イーラ ーは 1926年の 『イーノ ッ ク プ ラ ッ ト公共

図書館年次報告書』 にお い て 三項 目の 目標，（1）

図書館 の メ イ ン ・コ レ ク シ ョ ン の 主 題別部門化，

（2） コ ミ ュ ニ テ ィ の 関心テ
ー

マ を反 映 した蔵書構

築、（3）専門教育 を受けた図書館員の 起用 t を明

示 した 。 こ れ らの 計画 は コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン テ リ

ジ ェ ン ス
・セ ン タ ー構想の 中で ラ

ーネ ッ ドが強調

した諸点 と重 な っ て い る 。 モ ン ロ
ー

は ラ
ーネ ッ ド

の 提 唱 す る 「真 正 な コ ミ ュ ニ テ ィ の 大 学」

（genuine　community 　university ） と い う概 念 が

「真の 大学」 （Real　University＞ とい う言葉で イー

ノ ッ クプラ ッ ト公共図書館の 計画 の 中に と りこ ま

れ て い た と分析 して い る
62）。

　ラ ーネ ッ ド・レ ポ ートに関する図書館員の 意見

は 賛否が人 り混 じっ た状態 に あ っ た
63）

。図書館

員は，ラ ーネ ッ ドが描 き出 した図書館の 理想モ デ

ル は教 育的傾 向が強す ぎる と感 じて い た
64）

。 図

書館員 の ラ
ー

ネ ッ ド
・

レ ボ
ー

トへ の 賛同は コ ミ ュ

ニ テ ィ
・イ ン テ リジ ェ ン ス ・セ ン タ

ー
の 構築 とい

う大 きな枠組．み に で は な く， 図書館サ ービス の 事

例 と して ラ
ー

ネ ッ ドの 高い 評価 をも っ て紹介 され

たシ カ ゴ 公共図書飽や デ トロ イ ト公共図書館の 読

書相談 に対 して寄せ られた もの であ っ た。確か に

1920年代 とい う時代 に図書館員 は成人教育の意義

と成人教育 に関 して 図書館が果たすべ き役割 を意

識 し始め て い た。 しか しなが ら レ ポ ー
トに対する

反応 は，多 くの 図書館員が図書館にお ける成人教

育の役割 を読書ア ドバ イス とい う
一一

点 に集約 させ

て 認識 して い た こ とを示 して い る
65〕

。

　モ ン ロ ーは 図書館員の レ ポー トの 反応に ラ ーネ

ッ ドと図書館員の 成人教 育に対す る考え方の 隔 た

りを見て い る 。 た とえば，図書館員が共感を寄せ

た読書相談サ
ービ ス の 在 り方に ラ

ーネ ッ ドは完全

に賛同 して い たわ けで はなか っ た 。 ラ ーネ ッ ドは

シ カ ゴ
， デ トロ イ ト，

ミ ル ウ ォ
ーキーの 各図書館

の 読書相談部門 を高 く評価する
一一方で，読書相談

を独立 した部署で行な うことを理想 とは して い な

か っ た 。 ラ ーネ ッ ドに と っ て は読者 と接する 図書

館員すべ てが 読書相談の 役割を果た して い くこ と

が 望 まし い 状 態で あ っ た
66＞

。 両 者の 認識 の 差 は

ウ ィ リ ア ム ズ （Patrick　Williams ）に よ っ て も指

摘 され て い る 。 ウ ィ リア ム ズ は ALA 会長で シ カ

ゴ 公共 図 書館館 長 の ジ ェ
ニ ン グ ズ （Judson　T，

Jennings）が 1924年 の講演にお い て ，図書館が 図

書及び読書を中心に したサ
ービス を行 なっ て い く

こ とを明 らかに し，ジ ェ
ニ ン グ ズの 主張が 図書館

界の方針 として採用 された時，ラ
ーネ ッ ドの構想

は 図書館 界か らは っ き り否定 された と論 じて い

る
67〕

。 以 上 の よ うな ラ
ー

ネ ッ ドと図書 館 界 の

サ ービス に対する認識の 隔た りは，1920年代に 図

書館界が公共図書館 をい か なる場所 として とらえ

て い た の か，ある い は とらえようとして い た の か

を考察する 上 で 重要 な手がか りになるだろ う。 す

な わち図書館貝は ラ
ー

ネ ッ ド ・レ ポー トの価値 を

認識 した上 で
，

み ずか らを 「印励媒体」を扱 う集

団 と規定 し，読書 を中心 としたサ
ービ ス に図書館

館 固有の 成人教育活動領域 を見 い 出 し，サ
ービ ス

を展開 して い っ た の で ある 。 こ れに対 し，
ラーネ

ッ ドは 図書 と い う媒体に固執せ ず 知 識 全般 の 流

通 ・普及や情報サ
ービ ス の 向上 を説 く立場 をとっ

た 。 図書館関係者で は なか っ たとい う経歴 も影響

した ラ
ー

ネ ッ ドの 自由な発想は，彼の 図書館論 と

現実の 図書館 との 距離 を作る結果 を招 くこ と に な

っ た。

　 ラ ーネ ッ ドの コ ミ ュ ニ テ ィ
・イン テ リジ ェ ン

ス
・セ ン ター構想は

， 現場 の 図書館員 に拒否され

た だけで はなか っ た。ラ
ーネ ッ ドに報告書を依頼

した カ ーネギー財団もコ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン テ リジ

ェ ン ス
・セ ン タ ー実現に 向けたサ ポー

トを拒ん で

い る 。 財 団会長 の ケ ッ ペ ル は ラ
ーネ ッ ド ・レ ポ

ー

ト刊行に尽力 した もの の ，成人教育に関する財 団

の 政策に関 して は研 究 と調査 を中心 に進 め て い く

方法 を選択 した 。
こ の 決定に よ り既存の 公 共図書

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Library and Information Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Library 　and 　工nformation 　Soienoe

吉 田 右 子 ；W 、S，　Learned の 公 共 図書館論一
コ ミ ュニ テ ィ ・イ ン テ リジ ェ ン ス ・セ ン タ ー

構想を中心に
一　59

館を コ ミ ュ ニ テ ィ
・イン テ リジェ ン ス ・セ ン タ

ー

へ と作 り替える とい うラ
ー

ネ ッ ドの 勧告は，成人

教育 に関す る企 図で ある もの の 物理的改革をとも

なうもの で あるとして政策か ら除外され た
68）

。

　 しか しなが ら レ ポ ートの 内容 は ア メ リカ公共図

書館サ
ー

ビス 理論 として 今 日で もなお価値 を失 っ

て い ない 。 公共図書館 史研 究者は
“
ア メ リ カ の 公

共図書館活動 の 今 日の 発展 を引 き出した重要 な著

作
”69〕

，
’‘
ラ イブ ラ リ ア ン シ ッ プに新 しい 哲学 を

もた らす内容
’70）

， とい っ た記述 に よ っ て レ ポ
ー

トを高 く評価 して い る 。 公共図書館における成人

教 育サ
ー ビ ス の 史的展開 を論 じた リ

ー
（Robert

Ellis　Lee） は，ラ
ー

ネ ッ ド ・レ ポ ートが教育機 関

として の公共図書館 を緻密に描写 し，そ の可能性

に対 し最初に体系的 な見通 しを与える もの で あっ

た と評価 した
71）

。 また モ ン ロ
ー

は ラ
ー

ネ ッ ド ・

レ ポー トに お い て 提示 され た情報セ ン タ ー構想 は

現 実と離反 した もの で はなか っ た と述べ る。ラ
ー

ネ ッ ドが情報セ ン タ
ー

にお けるサ
ー

ビス と して 挙

げた もの は，すで に
一．一

部の 図書館で は 日常的 な活

動 と して 存在 して い たか らであ る 。 た とえば主 題

別部門 の 設置 と 主題専 門家に よる情報サービ ス は

クリ
ー

ヴ ラ ン ド公共図書館に よ っ て 実施 され て い

た 。 またニ ュ
ー

ア
ー

ク公共図書館で は様々 な講演

が企 画され博物館や 美術館 と連携 したサ
ービ ス が

行なわれ て い た
72；

。

　公共図書館研究 にお い て 現在 なお ラ ーネ ッ ドの

コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン テ リジ ェ ン ス ・セ ン ター

の 概

念 へ の 言及が なされ る の は ラ
ー

ネ ッ ドの 構想が，

図書館の 持 つ 自己教育の ため の様 々 な機能を示 し，

コ ミ ュ ニ テ ィ と い う単位 をまと ま りと して サ ービ

ス が展 開されて い くとい う公共図書館の 基本的方

向性 を明示 したこ と，さらに 公共図書館は柔軟性

に富 ん だ コ ミ ュ ニ テ ィ の 教育的機関で あ っ て ，資

料提供サ
ー

ビ ス に 限定 されない 多様な可能性 を持

つ こ とを明確 に 示唆 した もの だ っ たか らで ある 。

ラ
ーネ ッ ド

・
レ ポ

ー
トは大部分の 同時代の 公共図

書館の 実践 に先行 した理論 を示すこ とで
， 図書館

の 成 人教 育サ ービ ス に 対 して 活動 の 方 向性 を指 し

示 した の で ある。

4．考 　　察

　 レ ボー トは，192G年代 の 急速 な情報増大 とそ の

結果 もた らされた知識普及に関する切迫 した問題

の 発生 を背景 と して 書か れ て い る
73）

。 ラ
ーネ ッ

ドは コ ミ ュ ニ テ ィ の 図書館 と情報流通の 間に緊密

な関係性 を作 り上 げる可能性 を導き出 したこ とで ，

カ ーネギ
ー財団の 目指 して い た知識流通の 整備 に

対する
一

つ の方針 を打 ち立てた。ラ
ーネ ッ ドの 公

共図書館論で は ，
19世紀後半か ら近代公共図書館

を理念的に支えて きた伝統 的な啓蒙主義的思想 よ

りむ しろ公 共図書館にお ける情報収集 と情報処理

機能の 強化が最前 に掲げられ，公共図書館は コ ミ

ュ ニ テ ィ にお ける情報の効率的な流通 の 中心機関

と して み なされ て い る 。

　 こ うした ラ
ー

ネ ッ ドの 姿勢 と
，
19世紀か らの 伝

統主義に依拠 しなが ら図書館活動 を展開 して い た

多 くの公共図書館 が保持 して い たサ ービ ス理念 と

の 間にあ っ たずれは明らかである ， また，実践的

側面か らみ て もラ
ーネ ッ ド・レ ポ

ー
トの提言 を実

行す るため には情報サ
ー

ビス の ため の 環境整備や

専門 ス タ ッ フ の配置が必要だ っ た。 しか し こ の よ

うな条件を満 たせ る図書館 は現実には ご く少数で

あ っ た 。 結果的に， コ ミ ュ ニ テ ィ情報セ ン タ
ー

は

公共図書館の 理想型 と して 高 い 評価 を得た もの の

構想 の 段階 に留ま っ た の で ある 。 しか しなが ら

ラ
ー

ネ ッ ドは同時代の 情報流通 をめ ぐる現実 を鋭

く見極め
， 公共図書館 をコ ミ ュ ニ テ ィ の 知識普及

の 中心機関 と して描 くこ とで ，公共図書館が取 り

組むべ き高度なサ
ービ ス 理論を図書館界に提示 し

た。

　 こ こで レ ポ ー トが書かれ た1924年 とい う時期に

再び着 目して み た い 。ア メ リカで は 1920年代初頭

か ら成人教育運動が全 国的な隆盛をみ て い る。職

業教育，ア メ リカ ナ イ ゼ ー
シ ョ ン 教育，婦人教育，

レ ク リ エ ーシ ョ ン とい っ た既存の 活動 は拡大化 し，

同時にそ うした活動 を支えるための 制度的基盤を

形成 しようとする気運 が高 ま っ て い た 。 実際 に全

国的な成人教育組織 の 形成に着手 した カ ーネギー

財団は全米の成人教育 の 実態把握 と将来的な方向

を探 る ため に成人教育関係者 を招聘 して会議 を開

催 し，1926 年に は AAAE が発足 した 。 また 財 団
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は 2 章に述べ た ように
，

ア メ リ カ の 成人教育に お

ける図書館の役割 を重視 して お り，ラ
ー

ネ ッ ドの

図書館調査は成人教育機関 として の 図書館の 可能

性 を追究 して い た財団 の 政策 の
一環 として 遂行さ

れた 。

　
一

方図書館界で は 1900年代 から急増 した ア メ リ

カ へ の 移民を対象 とする言語教育サ
ービ ス や 1920

年代初頭か ら開始 され た公共図書館 に お ける読書

相談サ ービ ス な どを通 じ て
， 図書館独 自の 成 人教

育活動 を展開 して い た。そ して図書館界で もまた

成人教育の実践 を図書館活動 の 中に明確に位置づ

ける た め に 「図書館 と成人教育に 関する委員会」

を1924年に ALA の 中 に組織 した 。 レポ
ー

トは ア

メ リカ成人教育が
一一

つ の ム ーブ メ ン トか ら社会的

制度 として確立 され ようと して い た時期に産み 出

された の である 。

　 レ ポ ートで 示 され て い た の は大多数の 公 共図書

館 の 実践に先行する先 端的 なサ
ービ ス 例で あ っ て

，

レ ポ
ー

トの提
’
書は図書館の 実践 に 同時代的に結び

つ い た わ け で は な い
。 む しろ ALA を中心 とする

図書館界の リ
ー

ダ
ー

に成人教育の 重要性 を自覚 さ

せ ，コ ミ ュ ニ テ ィ における公共図書館の 役割 をめ

ぐる議論 を生 起させ た 点を レ ポ
ー

トの 意義 と して

とらえ る の が 妥当で あろ う
74 ）

。

　 ラ ー彳・ッ ドが レ ポ ー
トに お い て提示 した新 しい

情報サ
ービ ス

ー一一専 門的な レ フ ァ レ ン ス サ ービ ス
，

読書 ア ドバ イ ス ，学澀援助サ
ービス ーは 現在，公

共図書館が実施 して い る成人サ
ー

ビ ス に 含まれ て

い る。また コ ミ ュ ニ テ ィ に着 目 し た 情報サ
ービ ス

に関 して は，1970年代 に展開 された コ ミ ュ ニ テ ィ

情報セ ン タ ーの 理 念 と重 なる もの である 。 1920年

代 とい う早 い 時期 に こ うしたサ
ービス を提唱 した

ラ
ーネ ッ ドの 先取の 精神 は高 く評価 され るべ きで

あろ う 。
レ ポ

ー
トで 提起 された様 々 な構想が現実

と即座 に直結する こ とはなか っ た に せ よ
，

ラ
ーネ

ッ ドは公共図書館の情報サ
ービ ス の 新 しい 可能性

に つ い て の モ デ ル を提供 した とい え る 。 そ し て 図

書館界は こ うした新 しい サ
ービ ス 論 と現実 の サ

ー

ビ ス と の 距離や実現 可能性 を見定 め なが ら今 日 の

多様 な公共図書館サ
ービ ス に つ なが る サ

ービ ス 理

論 を構築 して い っ た の で ある 。
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